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砂TEl橋駅にて下車 ①各由ロ

名古屋人神

上野夭満官
〒4640094 考古屋市千種区赤坂町489

8052-711-6610

詳 しくはホームページをご覧下さい

公共‐夫竜機‐関摯_

市シヾス(名ゑ駅二]曹蝶舞TT)
基幹 2系 統 谷口にて下卑

御祈願のご案内

イヤ前結婚式
本殿において古式ゆかしく荘厳な

挙式を行っておりま丸

式場には新郎側、新婦側それぞれ

最大35名まで参列して頂けま丸

冷暖房を完備しておりますので季

節に関わらず気持ちよく参列して

頂けます。

※挙式料 60,000円～

※供養料 :5キロ迄一律2,000円

以降 lキロ増す毎に200円加算

人 形供養祭
雛人形。結納品。ぬいく

゛
るみなど

の、思い出のこもったお品物を

御供養致しま丸

受付は1月 26日 ～12月 24日 迄

毎日行っており、お申し込み頂

いたお品物はこちらでお預かり

し、その翌朝に供養祭を執り行

ないます。

稚F祈祷
合格祈願をはじめ、学業上達、

厄祓い、安産祈願、初宮詣り、自

動車祓いなど、様々な種類の御

祈祷を執り行なっておりま丸

※例祭日(10月 25日 )を除く

受付時間 :毎日朝9時～夕4時迄

(予約は不要です)

※その化、地鎮待 浚工祭等出張祭共の

お申したみにつきましても、随時承って

おりますのでお気軽にごIEl談下さい。
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上
野
天
満
宮
に
お
祀
り
さ
れ
る
菅
原
道
真
公
が
、
九

州
の
太
宰
府
に
て
亡
く
な
ら
れ
て
平
成
十
四
年
に
は
三

〇
〇
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
士心
し
半
ば
に
し
て
無
実
の
罪
を

背
負
霊
示
都
か
ら
追
い
や
ら
れ
た
天
才
学
者
の
無
念
を

償
う
た
め
、
菅
原
道
真
公
の
墓
所
の
上
に
太
宰
府
天
満

宮
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一〇
〇
年
弱
し
た
頃
、
同

様
に
京
都
を
追
わ
れ
た
花
山
天
皇
に
仕
え
て
い
た
陰
陽

学
者
の
安
倍
晴
明
（九
二
〇
～
一〇
〇
五
と
族
の
一部
が
、

名
古
屋
市
千
種
区
晴
明
山
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
自
ら

の
境
遇
と
照
ら
し
て
菅
原
道
真
公
の
心
情
を
伊
く
思
い
、

上
野
天
満
宮
（現
在
地
に
は
、
矢
田
川
の
氾
濫
か
ら
江
戸

時
代
に
移
動
）
を
建
て
、
菅
原
道
真
公
を
手
厚
く
祀
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
に
近
隣
の
浅
間
神
社
よ
り

伊
井
舟
命
と
木
花
咲
耶
姫
命
を
、
平
成
二
十
七
年
に
は

近
隣
の
八
坂
社
よ
り
素
曳
鳴
尊
が
合
祀
さ
れ
、
現
在
の

四
柱
の
神
様
を
お
祀
す
る
形
と
成
り
ま
し
た
。

牛

菅
原
道
真
公

花

姫
命

梅

道
真
公
は
丑
年

生
ま
れ
で
す
。
い
」

遺
体
を
墓
場
へ
引

く
牛
が
臥
せ
て
動

か
な
く
な
り
、
道

真
公
の
ご
意
志
と

解
釈
し
て
埋
葬
さ

れ
た
場
所
が
太
宰
府
天
満
宮
と

な
っ
た
理
由
か
ら
天
神
様
の
お
使
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
真
公
は
梅
の
可
憐
さ
を
こ
よ

な
く
愛
さ
れ
、京
都
の
自
宅
の
梅
が

道
真
公
を
偲
ん
で
飛
ん
で
行
っ
た

『
飛
び
梅
伝
説
』
も

あ
り
、
太
宰
府
天

満
宮
の
御
社
殿
の

脇
で
は
、
今
で
も
そ

の
梅
が
皆
様
を
慰

め
て
く
れ
ま
す
。

御
神
徳

学
力
向
上
、受
験
合
格
、
知
恵
育
成
、
開
運
出
世
、
災
難
厄
除
、
諸
芸
上
達
、
安

虫
封
じ
の
守
り
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
蒙
ん́
一篠

主な年十行事

7月

夏祭 り

11月

七五二

や
イ

4>:

1月 15、 25日
青春え神事

2月 3日

節分名ヽ二十にき

御
末
¨

本
殿
の
高
西
に
位
置
す
る
御
末
社

に
は
合
わ
せ
て
七
社
の
神
様
を
お

祭
り
し
て
い
ま
す
。

。
猿
口
彦
神
祥

（三
開
き
の
神
様
）

・
稲
荷
社

（穀
物
の
神
様
）

。
白
山
社

（
株
結
び
の
神
様
）

・
琴
此
羅
社

（航
海
安
全
の
神
様
）

・
秋
葉
社

（夫
防
の
神
様
）

・
御
嶽
社

（修
験
道
の
神
様
）

・
塩
電
神
社

（安
産
の
神
様
）


